
公 開 講 演 会

ドイツ植民地戦争論のなかの
義和団戦争

2021年 4月１7日 （土） 14：00～ 17：30

浅田 進史（駒澤大学経済学部 教授）

講演者プロフィール
千葉大学大学院社会文化科学研究科博士後期課程満期退学、博士（学術）。現在、駒澤大学
経済学部教授。専門はドイツ植民地主義、ドイツ経済史、主著に『ドイツ統治下の青島：経済的
自由主義と植民地社会秩序』（東京大学出版会、2011年）、共編著・共著に、『日本帝国勢力圏
の東アジア都市経済』（慶應義塾大学出版会、2013年）、『第一次世界大戦開戦原因の再検討：
国際分業と民衆心理』（岩波書店、2014年）、『ドイツと東アジア 1890ー1945』（東京大学出版
会、2017年）、『グローバル経済史にジェンダー視点を接続する』（日本経済評論社、2020年）

コメンテータープロフィール
早稲田大学文学研究科博士後期課程修了、博士(文学)。現在、早稲田大学文学学術院教授。
専門はドイツ近現代史。主著に『フォルクと帝国創設: 十九世紀ドイツにおけるトゥルネン運動の
史的考察」(彩流社 2011年)、訳書にスタインバーグ『ビスマルク』上下(白水社、2013年)、ス
パーバー『マルクス』上下(白水社、2015年)、クラーク『夢遊病者たち』上下(みすず書房、2017
年)、エヴァンズ『力の追求』上下(白水社、2018年)、ゲルヴァルト『敗北者たち』(みすず書房、
2019年)、同『史上最大の革命』(みすず書房、2020年)など。

日 時

申 込

講演者

14：00 ～ 14：10 開会挨拶

14：10 ～ 15：10 講演「ドイツ植民地戦争論のなかの義和団戦争」（浅田 進史）

15：10 ～ 15：30 休憩

16：00 ～ 17：30 討論 ＊司会：谷口 眞子（早稲田大学文学学術院 教授）

§プログラム§

＊共催：基盤研究(A)「19世紀を中心とした軍事的学知をめぐる人と書物の交錯」、「軍隊と社会の歴史」研究会

早稲田大学高等研究所
＜グローバル・ヒストリー研究の新たな視角＞

セミナーシリーズ

コメンテーター 小原 淳（早稲田大学文学学術院 教授）

Zoom開催：要事前登録
https://zoom.us/webinar/register/WN_o1TCmyAORHCk5g3MeHDphQ

15：30 ～ 16：00 コメント（小原 淳）


